第３学年○組　道徳指導案
　　　場　所　○○○教室
指導者　○○○○○
１　主題名　よりよい集団を目指して 【内容項目 Ｃ－(15)集団生活の充実】
２　資　料　「３年Ｄ組での出来事」（文部科学省　道徳教育推進指導資料）
３　主題設定の理由
本学級は、明るく、前を向いて突き進んでいくことをモットーにして、日々中学校生活を送っている。３年生ということもあり、卒業と進路選択を目前にして，残りの中学校生活を充実したものにしたいという思いをもっている生徒が多く、９月に行われた校内陸上大会では、アピール大作戦（応援合戦）において、他の学級よりもいち早く練習に取り組み、優勝を目指して一致団結して取り組む姿が見られた。また、事前にアンケートを行ったところ、「３年２組のいいところは？」という問いに対して、２９人が「仲が良いところ」、２５人が「みんなで協力して取り組めるところ」と書いており、自分たち自身でも互いに協力し合える学級であることを自覚している。そして、「いじめられている子を見たことがあるか。」という問いに対して、全員が「ない」と答えていた。すぐにまとまれる学級だが、生徒たちの様子を見ていると、学級の仲間に進んで声かけする生徒は、学級役員など一部の生徒に限られている。学級内で問題や課題が見つかったときも、主体的に考えている生徒は一部で、他の生徒たちは「誰かが解決策を考えてくれる。自分たちはそれに従っていればいい。」という受動的な様子が伺える。そんな生徒たちに、一人一人が学級の一員としての責任感をもって今後の生活を送れるようにしたいと考えた。
　本資料は、いじめ問題をテーマとして、被害者であるＡ男、加害者であるＢ男、傍観者であるＣ男の証言をまとめた文章である。本資料を問題解決的な道徳の資料として扱う。立場によって見方や考え方が異なるため、それぞれの立場で価値観や問題点を分析する必要がある。また、被害者と加害者だけではなく、傍観者という立場での証言も書かれているため、いじめ問題を単に当事者だけの問題として捉えるのではなく、それを取り巻く人々も含めた学級全体の問題として捉えることができる資料である。上記したように、残りの中学校生活を充実したものにしたいという思いをもっている生徒が多くいるからこそ、このような問題が起こったときに学級でどのように取り組んでいけばよいかを話し合っておくことに価値があると考え、本資料を扱うこととした。
本時では、まず「学級のみんなが気持ちよく生活していくために、自分にできることは何か」と問いかけ、授業前の考えを確認する。次に、資料を読んであらすじを理解し、Ａ男、Ｂ男、Ｃ男についてそれぞれをどう思うか問いかける。被害者Ａ男や加害者Ｂ男の心情を理解させるだけではなく、傍観者Ｃ男についても取り上げることで、傍観者も関係していることに気づかせたい。その後、今回の事例についての解決策を班で考え、発表する活動を行う。このとき、解決策を選んだ理由や問題点についても考えさせ、発表するときに「その問題点を解決するためにはどうすればよいか」という切り返しをしていくことで、話し合いを深めていきたいと考える。展開の後半では、「学級をよりよくするために大切なことは何ですか。」というテーマ発問を行い、資料での学びを自分たちの生活と結びつけることで、今後の集団生活について考える機会になると考えた。最後に、授業の始めに行った発問をもう一度行い、授業後の考えの変容をみていきたい。集団生活をよりよいものにしていくために、一人一人が学級の一員としての責任感をもち、学級で起こり得る問題に対して、主体的に考え、行動していこうとする姿を期待する。
４　本時の指導
（１）ねらい
　　一人一人が学級の一員としての自覚をもち、卒業までの学級生活に対して、主体的に考え、行動していこうとする意欲を高める。
（２）準　備
　　　教師　ワークシート　資料「３年Ｄ組での出来事」、短冊、ペン
（３）展　開（５０分）＜キーワード：学級の一員としての責任感、全員で取り組む＞
	生徒の活動
	教師支援・評価（…内）

	１　学級のみんなが気持ちよく生活していくために自分にできることは何か発表する。（５分）
２　本資料を読んで、状況を確認する。（８分）
＜Ａ男＞・いじめられている・ＣＤやゲームを貸した
・何もできない　　・学校が怖い
＜Ｂ男＞・いじめた・Ａ男の気持ちが分かってない
＜Ｃ男＞・何もできなかった。・見て見ぬふり
・Ａ男がいじめられて安心
３　問題の解決策を考え、話し合う。（２０分）




４　本時で身に付けさせたい価値について考え、話し合う。
（１０分）

　・いけないことや間違ったことをしている仲間がいたら、ちゃんと伝えること。
　・問題が起こったときは、みんなで解決に向けて取り組んでいくこと。
５　学級のみんなが気持ちよく生活していくために自分にできることは何か考え、発表する。（７分）


	・事前にワークシートに書かせたことを発表させる。
・机間指導をし、意味の分からない生徒には補足説明を行う。
・学級で起こり得る人間関係の問題を提示し、問題提起をする。
・３人の関係性を分かりやすくするために、構造的な板書をする。
・班で考えたことを短冊にまとめさせ、黒板に貼らせる。
・誰に対する解決策なのか分かりやすくするために、意見によって短冊を貼る場所を変える。
・早く書けた班には、次の短冊を渡し、別の視点についても考えさせる。
・Ｃ男など傍観者の動きが重要であることに気づかせるために、解決策に実用性があるかどうか切り返す。
・机間指導をしながら朱書きをする。
・生徒の考えを把握し、必要な場合は、教師が意図的に指名して発言させる。



（４）評　価
一人一人が学級の一員としての自覚をもち、卒業までの学級生活に対して、主体的に考え、行動していこうとする意欲を高めることができたか。
－活動の様子、発言、ワークシートより－
◎　本時の視点

　　関係性が分かりやすいように、構造的な板書をして解決策を考えさせたことは、話し合いを深め、本時で身に付けさせたい価値を理解させるために有効であったか。
この状況をどうしたら解決できるか考えよう。





Ｂ男について


・Ａ男の気持ちを考える。


・強い奴らにやられて我慢していたときのことを思い出してやめる。








Ｃ男について


・Ａ男を仲間に入れて助ける。


・Ｂ男にやめるように言う。


・先生に知らせて助けてもらう。


・Ａ男とＢ男が話し合えるような場をつくる。





Ａ男について


・勇気を出して「やめて」と言う。


・周りに助けを求める。


・親や先生に相談する。





（テーマ発問）





学級をよりよくするために大切なことは何ですか。





学級のみんなが気持ちよく生活するために大切なことが分かった。これからの生活で意識していきたい。





資料の内容をもとに、学級をよりよくするために大切なことを考えることができたか。





－14－








